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※水協検査費　別途　50～125
150～300
350～600

65,000
85,000
120,000

610,000
680,000
770,000
1,510,000
2,330,000
3,150,000
4,990,000

口　径
セレナ
ニューオートバルブ
一体型水位調整弁
LF-10A型
内外面粉体塗装

セレナ
ニューオートバルブ
一体型水位調整弁
LF-10S型
内外面粉体塗装

LF-10A型 主弁アングル型 φ200以下

一体型水位調整弁 LF-10A･S型

LF-10S型 主弁ストレート型 φ250以下

概要
主弁とパイロット部が一体となった構造で、水槽またはタンク
内の流入配管に取り付ける水没形のバルブです。流入水自
体の持つ水圧と、フロートの浮力、重力を利用して開閉し、開
閉速度の調節はニードルバルブで行います。
差圧3mで確実に作動、水圧変化にもよく追従します。また、差
圧が3m以下の場合は、特殊型の無圧タイプで制御できます。

特長
1.流体の水圧だけで作動します
流入水自体の水圧によるダイヤフラムの操作力に、フロートの浮力、重力による
操作力を巧みに組み合わせ開弁、閉弁作業を行わせるため、他の補助動力を一
切必要としません。
2.ウォータハンマの発生を抑制できます
弁の開閉速度はニードルバルブで無段階に調整でき、またパイロット弁もテーパー状になっていて緩閉作動をするのでウォータハ
ンマの発生を抑制します。
3.水位設定が自由に行えます
レバーとフロートは上向きにも取り付けることができ、フロート位置もフロート軸により調整できるため、水位設定を現場で自由に行
えます。またフロートの取り付け方向も自由にでき、波の影響などをさけ、マンホールなどから点検しやすいところに取り付けられます。
4.完閉性も確実です
閉弁時は、水圧による操作力とフロートの浮力の双方で弁を弁座に押し付けるため、完閉性が十分で漏水がありません。なお、ス
ピードパイロットを除いた主弁の構造は分離型と全く同一で、作動、圧力変化、損失水頭、キャビテーション、耐久性などに関する
特長は、分離型と全く変りません。
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